
「もう一匹の獣」              2019 年 09 月 09 日 

ヨハネの黙示録 13 章 11 節～18 節 わたしはまた、もう一匹の獣が地中から上って来 

るのを見た。この獣は、小羊の角に似た二本の角があって、竜のようにものを言っていた。  

この獣は、先の獣が持っていたすべての権力をその獣の前で振るい、地とそこに住む人々

に、致命的な傷が治ったあの先の獣を拝ませた。そして、大きなしるしを行って、人々の

前で天から地上へ火を降らせた。更に、先の獣の前で行うことを許されたしるしによって、

地上に住む人々を惑わせ、また、剣で傷を負ったがなお生きている先の獣の像を造るよう

に、地上に住む人に命じた。 第二の獣は、獣の像に息を吹き込むことを許されて、獣の像

がものを言うことさえできるようにし、獣の像を拝もうとしない者があれば、皆殺しにさ

せた。また、小さな者にも大きな者にも、富める者にも貧しい者にも、自由な身分の者に

も奴隷にも、すべての者にその右手か額に刻印を押させた。そこで、この刻印のある者で

なければ、物を買うことも、売ることもできないようになった。この刻印とはあの獣の名、

あるいはその名の数字である。ここに知恵が必要である。賢い人は、獣の数字にどのよう

な意味があるかを考えるがよい。数字は人間を指している。そして、数字は六百六十六で

ある。 

 

ヨハネはまた、「もう一匹の獣が地中から上って来るのを見た。」第一の獣は海の中か 

ら上って来たが、第二の獣は地中から上って来た。二匹の獣の支配が海と陸の全域に及ぶ

ことを著している。第二の獣は、小羊の角に似た二本の角があって、竜のようにものを言

っていた。この獣は、海の中から上ってきた第一の獣の威を借りて、全ての権力をその獣

の前で振るい、地とそこに住む人々に、致命的な傷が治った獣（ローマ皇帝）を拝ませた。

神やキリスト者たちに敵対することを行う権能を持ち、それはまず、皇帝礼拝を強いるこ

とであった。第二の獣は、人々の前で天から地上へ火を降らせる大きな徴を行い、第一の

獣の前で行うことを許された徴によって、地上に住む人々を混乱させた。更に、剣で傷を

負ったがなお生きている先の獣（再来のネロ皇帝）の像を造るように、地上に住む人に命

じた。皇帝礼拝のための像を造らせたのである。「第二の獣は、獣の像に息を吹き込むこ

とを許されて、獣の像がものを言うことさえできるようにし、獣の像を拝もうとしない者

があれば、皆殺しにさせた。」「獣の像に息を吹き込む」とは、偶像に、物を言う能力、

権威を持たせ、支配力を帯びさせたということである。皇帝礼拝を拒否することは、皇帝

およびローマ帝国への忠誠を拒むことで、そのため、キリスト者たちは弾圧と迫害の対象

となったのである。獣は、「小さな者にも大きな者にも、富める者にも貧しい者にも、自

由な身分の者にも奴隷にも、すべての者にその右手か額に刻印を押させた。」刻印によっ

て、差別、区別を視覚化させた。「この刻印のある者でなければ、物を買うことも、売る

こともできないようになった。」刻印のない者は基本的な市民生活が奪われ、排除された。

「この刻印とはあの獣の名、あるいはその名の数字である。」ヨハネは、「ここに知恵が

必要である。賢い人は、獣の数字にどのような意味があるかを考えるがよい」と、数字は

ある人を指しており、その数字は六百六十六であると言う。へブライ語もギリシア語も一

文字が一定の値を持ち、その合計値で名前を推測する手法を取っている。666 という数字

はヘブライ語で「皇帝ネロ」を暗示されているとも読める。ネロ皇帝がかつて行った狂気

じみた迫害の再来を告げる黙示的記述である。 


